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(57)【要約】
【課題】塗布中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布中ののびが良く、塗布後の唇
にふっくらとした立体感が得られる油性化粧料を提供する。
【解決手段】次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）主鎖に多糖類骨格を有し、全水酸基の４５～９５mol％が基－Ｏ-Ｍ-Ｒ（ＭはＣＨ2

又はカルボニル基Ｃ＝Ｏを示し、Ｒは炭素数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又は
アルケニル基を示す）で置換されている多糖類誘導体　　０．０１～３０質量％、
（Ｂ）金属石鹸　　０．０２～１０質量％、
（Ｃ）２５℃で液状の油成分　　１０～９８質量％
を含有する油性化粧料。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）主鎖に多糖類骨格を有し、全水酸基の４５～９５mol％が基－Ｏ-Ｍ-Ｒ（ＭはＣＨ2

又はカルボニル基Ｃ＝Ｏを示し、Ｒは炭素数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又は
アルケニル基を示す）で置換されている多糖類誘導体　　０．０１～３０質量％、
（Ｂ）金属石鹸　　０．０２～１０質量％、
（Ｃ）２５℃で液状の油成分　　１０～９８質量％
を含有する油性化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）において、Ｒが炭素数９～２１の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニ
ル基である請求項１記載の油性化粧料。
【請求項３】
　成分（Ａ）の多糖類骨格が、セルロース、セルロース誘導体又はプルランである請求項
１又は２記載の油性化粧料。
【請求項４】
　成分（Ｂ）の金属石鹸が、一般式（１）
　　　(Ｒ1ＣＯＯ)mＸ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１０～１８の脂肪族炭化水素基を示し、Ｘはアルミニウム、亜鉛、
マグネシウム、カルシウム、リチウム又はバリウムを示し、ｍは金属Ｘの価数を示す）
で表されるものである請求項１～３のいずれか１項記載の油性化粧料。
【請求項５】
　成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）が、０．２～２０である請求
項１～４のいずれか１項記載の油性化粧料。
【請求項６】
　口唇化粧料である請求項１～５のいずれか１項記載の油性化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　口紅等の油性化粧料では、美しい仕上がりや、滑らかな感触を得るため、種々の検討が
なされている。例えば、特許文献１には、油溶性染料、高級脂肪酸金属塩及び油分を含有
するメーキャップ化粧料が、鮮やかな蛍光発色が可能であり、透明感（クリア感）に優れ
ることが記載されている。また、特許文献２には、デキストリン脂肪酸エステル、金属石
鹸、常温で液状のエステル油及び液状の炭化水素油を含有する口唇化粧料が、べたつきを
低減させながらも経時安定性がよく、使用性（軽さ、なめらかさ）、透明感が良好で、つ
や及び化粧持ちに優れることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１６／１１７６３７号
【特許文献２】特開２００６－２１９４８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかして、金属石鹸を含有する油性化粧料は、化粧持ちや油ゲル化能に優れるものの、
塗布中や塗布後において、色ムラが発生するという課題があった。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明者らは、金属石鹸及び液状油とともに、特定のアシル化多糖類を、特定の割合で
組み合わせた油性化粧料が、塗布中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布中ののび
が良く、本油性化粧料を唇に適用した場合には、塗布後の唇にふっくらとした立体感が得
られることを見出した。
【０００６】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）主鎖に多糖類骨格を有し、全水酸基の４５～９５mol％が基－Ｏ-Ｍ-Ｒ（ＭはＣＨ2

又はカルボニル基Ｃ＝Ｏを示し、Ｒは炭素数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又は
アルケニル基を示す）で置換されている多糖類誘導体　　０．０１～３０質量％、
（Ｂ）金属石鹸　　０．０２～１０質量％、
（Ｃ）２５℃で液状の油成分　　１０～９８質量％
を含有する油性化粧料に関する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の油性化粧料は、塗布中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布中ののびが
良く、塗布後の唇にふっくらとした立体感が得られるものである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明で用いる成分（Ａ）の多糖類誘導体は、主鎖に多糖類骨格を有するものであれば
限定されないが、多糖類骨格となる原料多糖類としては、セルロース、セルロース誘導体
、プルラン、キサンタンガム、スクレロチウムガム、アラビアガム、アルカリゲネス産生
多糖体、カラギーナン、ヒアルロン酸、チューベロース多糖体、シロキクラゲ多糖体、ロ
ーカストビーンガム、グアーガム、タラガム、フェヌグリークガム等のガラクトマンナン
などが挙げられる。
　これらの原料多糖類のうち、セルロース、セルロース誘導体、プルランが好ましく、セ
ルロース、セルロース誘導体がより好ましい。
【０００９】
　セルロース誘導体としては、アセチルセルロース、アセチルブチルセルロース等の短鎖
アシル化セルロース、メチルセルロース、エチルセルロース等の短鎖アルキルエーテル化
セルロース、ヒドロキシアルキル基、グリセリルエーテル基、（モノ）アルキルグリセリ
ルエーテル基で変性されたセルロースなどが挙げられ、より具体的には、ヒドロキシエチ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、
グリセリルセルロース、メチルグリセリルセルロース等が好ましい。
　更には、製造原料のセルロース誘導体としては、以下の構成単位を有するものが好まし
い。
【００１０】
【化１】

【００１１】
（式中、Ｒ'は炭素数２～８の直鎖又は分岐鎖のアルキレン基を示し、ｎはグルコース単
位当たりのＲ'Ｏの平均付加モル数が０．１～１０となる数を示す）
【００１２】
　当該構成単位において、Ｒ'としては、直鎖又は分岐鎖の炭素数２～４のアルキレン基
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が好ましく、更には、エチレン基及びプロピレン基がより好ましい。またｎとしては、グ
ルコース単位当たりのＲ'Ｏの平均付加モル数が０．３～５となる数が好ましく、０．５
～４．５となる数がより好ましく、１～４となる数が更に好ましい。
【００１３】
　原料セルロース誘導体の好ましいものとしては、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース等が挙げられ、ヒドロキシプロピルセルロースがより好ましい。
　また、原料セルロース誘導体の質量平均分子量（Mw）は、油剤への溶解性、及び感触の
点から、好ましくは１万～４００万、より好ましくは１０万～３００万、更に好ましくは
３０万～２００万である。
【００１４】
　また、原料多糖類のうち、プルランとしては、重量平均分子量が５万～３０万であるの
が好ましい。
【００１５】
　成分（Ａ）の多糖類誘導体は、原料多糖類の水酸基の一部が基－Ｏ－Ｍ－Ｒで置換され
ている。
　置換基である基－Ｏ－Ｍ－Ｒ中、ＭはＣＨ2又はカルボニル基Ｃ＝Ｏを示し、Ｒは炭素
数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基である。
（ｉ）直鎖のアルキル基としては、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オ
クチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、テトラデシ
ル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル基、ノナデシル
基、イコシル基、ヘンイコシル基、ドコシル基、トリコシル基、テトラコシル基、ペンタ
コシル基、ヘキサコシル基、ヘプタコシル基、オクタコシル基、ノナコシル基、トリアコ
ンチル基、ヘントリアコンチル基、ドトリアコンチル基、トリトリアコンチル基、テトラ
トリアコンチル基、ペンタトリアコンチル基、ヘキサトリアコンチル基、ヘプタトリアコ
ンチル基、オクタトリアコンチル基、ノナトリアコンチル基及びテトラコンチル基が挙げ
られる。
【００１６】
（ii）分岐鎖のアルキル基としては、メチルペンチル基、メチルヘキシル基、メチルヘプ
チル基、メチルオクチル基、メチルノニル基、メチルウンデシル基、メチルヘプタデシル
基、エチルヘキサデシル基、メチルオクタデシル基、プロピルペンタデシル基、２－ヘキ
シルデシル基、２－オクチルドデシル、２－ヘプチルウンデシル基、２－デシルテトラデ
シル基、２－ドデシルヘキサデシル基、２－テトラデシルオクタデシル基、２－ヘキサデ
シルイコシル基等が挙げられる。
【００１７】
（iii）直鎖のアルケニル基としては、ドデセニル基、トリデセニル基、テトラデセニル
基、ペンタデセニル基、ヘキサデセニル基、ヘプタデセニル基、オクタデセニル基、ノナ
デセニル基、イコセニル基、ヘンイコセニル基、ドコセニル基、トリコセニル基、テトラ
コセニル基、ペンタコセニル基、ヘキサコセニル基、ヘプタコセニル基、オクタコセニル
基等が挙げられる。
（iv）分岐鎖のアルケニル基としては、イソトリデセニル基、イソオクタデセニル基、イ
ソトリアコンテニル基、２－ブチルオクテニル基、２－ヘキシルデセニル基、２－オクチ
ルドデセニル基、２－デシルテトラデセニル基、２－ドデシルヘキサデセニル基等が挙げ
られる。
【００１８】
　これらのうち、唇や皮膚などに滑らかな感触が持続する観点から、Ｒは、直鎖アルキル
基が好ましい。また、塗布中ののばしやすさ、密着性の良さから、炭素数９～２１が好ま
しく、炭素数１１～１７がより好ましく、炭素数１５が更に好ましい。
【００１９】
　水酸基の基－Ｏ－Ｍ－Ｒ置換率は、油剤への溶解性を高め、塗布中や塗布後において、
色ムラが抑制され、塗布中ののばしやすさの点から、４５mol％以上であり、４８mol％以
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上が好ましく、５１mol％以上がより好ましく、５５mol％以上がさらに好ましく、ヨレに
くさや耐水性を高める点から、９５mol％以下であり、９４mol％以下が好ましく、９２mo
l％以下がより好ましく、８５mol％以下がさらに好ましい。また、水酸基の基－Ｏ－Ｍ－
Ｒ置換率は、４５～９５mol％であり、４８～９４mol％好ましく、５１～９２mol％がよ
り好ましく、５５～８５mol％がさらに好ましい。
　水酸基は、適度に残留していることが、塗布膜のヨレにくさの点から好ましく、５mol
％以上が好ましく、６mol％以上がより好ましく、８mol％以上がさらに好ましく、１５mo
l％以上がよりさらに好ましく、５５mol％以下が好ましく、５２mol％以下がより好まし
く、４９mol％以下がさらに好ましく、４５mol％以下がよりさらに好ましい。また、水酸
基の残留率は、５～５５mol％が好ましく、６～５２mol％がより好ましく、８～４９mol
％がさらに好ましく、１５～４５mol％がよりさらに好ましい。
【００２０】
　成分（Ａ）の多糖類誘導体の質量平均分子量は、油成分への溶解性、唇や皮膚などへの
のばしやすさが持続する点から、１０万以上が好ましく、２０万以上がより好ましく、３
０万以上が更に好ましく、５０万以上がより更に好ましく、５００万以下が好ましく、４
００万以下がより好ましく、３００万以下が更に好ましく、２００万以下がより更に好ま
しい。
　なお、質量平均分子量（Mw）は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（クロロホ
ルム溶媒、直鎖ポリスチレンを標準として定められた較正曲線、屈折率検出器を用いる）
測定によって求められるものである。
【００２１】
　成分（Ａ）の多糖類誘導体は、原料多糖類と、炭素数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアル
キル基又はアルケニル基を有する酸ハライドとを反応させ、原料セルロース誘導体の全水
酸基の一部、好ましくは４５～９５mol％を置換することにより製造される。
　また、ＭがＣＨ2であるものは、塩基存在下に、多糖類と対応するアルキルハライドあ
るいはアルキルメシラート等のスルホン酸エステルを反応させることによって製造するこ
とができる。主鎖がセルロース骨格からなるものは、アセチルセルロースのエステル交換
反応（アシドーリシス）によっても得ることができる。この方法によれば、水酸基の残留
量が極めて低いセルロースエステル誘導体が得られる。
【００２２】
　具体的には、ヒドロキシエチルセルロースラウリン酸エステル、ヒドロキシエチルセル
ロースミリスチン酸エステル、ヒドロキシエチルセルロースパルミチン酸エステル、ヒド
ロキシエチルセルロースステアリン酸エステル、ヒドロキシエチルセルロースベヘン酸エ
ステル；ヒドロキシプロピルセルロースラウリン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロ
ースミリスチン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロースパルミチン酸エステル、ヒド
ロキシプロピルセルロースステアリン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロースベヘン
酸エステル；ヒドロキシエチルメチルセルロースラウリン酸エステル、ヒドロキシエチル
メチルセルロースミリスチン酸エステル、ヒドロキシエチルメチルセルロースパルミチン
酸エステル、ヒドロキシエチルメチルセルロースステアリン酸エステル、ヒドロキシエチ
ルメチルセルロースベヘン酸エステル；ヒドロキシプロピルメチルセルロースラウリン酸
エステル、ヒドロキシプロピルメチルセルロースミリスチン酸エステル、ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースパルミチン酸エステル、ヒドロキシプロピルメチルセルロースステ
アリン酸エステル、ヒドロキシプロピルメチルセルロースベヘン酸エステル；プルランラ
ウリン酸エステル、プルランミリスチン酸エステル、プルランパルミチン酸エステル、プ
ルランステアリン酸エステル、プルランベヘン酸エステル等が挙げられる。中でも、塗布
中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布中ののびが向上する点から、ヒドロキシプ
ロピルセルロースラウリン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロースミリスチン酸エス
テル、ヒドロキシプロピルセルロースパルミチン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロ
ースステアリン酸エステル、ヒドロキシプロピルセルロースベヘン酸エステル、プルラン
ラウリン酸エステル、プルランミリスチン酸エステル、プルランパルミチン酸エステル、
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プルランステアリン酸エステル、プルランベヘン酸エステルが好ましく、少なくともヒド
ロキシプロピルセルロースパルミチン酸エステル、プルランミリスチン酸エステルがより
好ましい。
【００２３】
　成分（Ａ）の多糖類誘導体は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、塗布
中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布後の唇にふっくらとした立体感が得られる
点から、全組成中に０．０１質量％以上であり、０．０５質量％以上が好ましく、０．１
質量％以上がより好ましく、３０質量％以下であり、２０質量％以下が好ましく、５質量
％以下がより好ましく、３質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）の含有量は、
全組成中に０．０１～３０質量％であり、０．０５～２０質量％が好ましく、０．１～５
質量％がより好ましく、０．１～３質量％がさらに好ましい。
【００２４】
　成分（Ｂ）の金属石鹸は、通常の化粧料に用いられるものであればいずれでも良く、例
えば、一般式（１）：
　　　(Ｒ1ＣＯＯ)mＸ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１０～１８の脂肪族炭化水素基を示し、Ｘはアルミニウム、亜鉛、
マグネシウム、カルシウム、リチウム又はバリウムを示し、ｍは金属Ｘの価数を示す）
で表されるものが挙げられる。
【００２５】
　一般式（１）において、Ｒ1としては、炭素数１１～１７のアルキル基が好ましく、例
えば、ラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ステアリル基等が挙げられる。また、
Ｍとしては、アルミニウム、亜鉛、マグネシウムが好ましい。
　成分（Ｂ）の金属石鹸として、具体的には、ミリスチン酸亜鉛、ミリスチン酸マグネシ
ウム、パルミチン酸亜鉛、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸
アルミニウム、ステアリン酸カルシウム等が挙げられる。
　これらのうち、油成分の増粘効果に優れ、塗布中ののびが向上する点から、ステアリン
酸アルミニウム、ステアリン酸亜鉛、ミリスチン酸マグネシウムが好ましく、ステアリン
酸アルミニウムがより好ましい。
【００２６】
　成分（Ｂ）の金属石鹸は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、油成分の
増粘効果に優れ、塗布中ののびが向上する点から、全組成中に０．０２質量％以上であり
、０．１質量％以上が好ましく、０．２質量％以上がより好ましく、１０質量％以下であ
り、５質量％以下が好ましく、２質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｂ）の含有量
は、全組成中に０．０２～１０質量％であり、０．１～５質量％が好ましく、０．２～２
質量％がより好ましい。
【００２７】
　本発明において、成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、塗布中
や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布後の唇にふっくらとした立体感が得られる点
から、０．２以上が好ましく、０．５以上がより好ましく、１以上がさらに好ましく、２
０以下が好ましく、１０以下がより好ましく、６以下がより好ましい。また、成分（Ｂ）
に対する成分（Ａ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、０．２～２０が好ましく、０．５～１
０がより好ましく、１～６がさらに好ましい。
【００２８】
　本発明で用いる成分（Ｃ）の２５℃で液状の油成分は、２５℃で流動性を有する油性成
分であり、流動性を有する限りペースト状の油性成分も含まれる。
　かかる（Ｃ）２５℃で液状の油成分としては、通常の化粧料に用いられるものであれば
良く、例えば、流動パラフィン、軽質イソパラフィン、流動イソパラフィン、ミネラルオ
イル、ポリブテン、ポリイソブテン、水添ポリイソブテン、水添ポリデセン、スクワラン
、スクワレン等の直鎖又は分岐の炭化水素油；アボガド油、マカデミアナッツ油、オリー
ブ油、ナタネ油、ゴマ油、小麦胚芽油、アマニ油、綿実油、大豆油、パーム油、ヤシ油、
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ヒマシ油、ホホバ油、ヒマワリ油、ツバキ油、トウモロコシ油等の植物油；液状ラノリン
等の動物油；ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、イソステアリ
ン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノニル、ステアリン酸ブチル、オレイン酸オレイル
、イソノナン酸イソトリデシル、ミリスチン酸イソステアリル、リシノレイン酸オクチル
ドデシル、ヒドロキシステアリン酸オクチル、モノイソステアリン酸ジグリセリル、パル
ミチン酸エチルヘキシル、エチルヘキサン酸セチル、メトキシケイ皮酸オクチル、酢酸ト
コフェロール、炭酸プロピレン、リンゴ酸ジイソステアリル、ジカプリル酸プロピレング
リコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジエチルヘキサン酸ネオペンチルグリ
コール、ジイソステアリン酸ジグリセリル、ジイソステアリン酸プロパンジオール、モノ
イソステアリン酸モノミリスチン酸グリセリル、ジイソステアリン酸グリセリル、トリイ
ソステアリン酸グリセリル、ジ（カプリン酸／カプリル酸）プロパンジオール、トリ（カ
プリル酸／カプリン酸）グリセリル、トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル、トリエチル
ヘキサノイン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリ
ン酸トリメチロールプロパン、テトラオクタン酸ペンタエリスリチル、テトラエチルヘキ
サン酸ペンタエリスリット、テトライソステアリン酸ペンタエリスリトール、イソステア
リン酸ポリグリセリル－２、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２、トリイソステアリ
ン酸ポリグリセリル－２、テトライソステアリン酸ポリグリセリル－２、オクタカプリル
酸ポリグリセリル－６、（イソステアリン酸／セバシン酸）ジトリメチロールプロパンオ
リゴエステル、トリポリヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル、ラウロイルグル
タミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、ラウロイルグルタミン酸ジ（フィト
ステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）、イソステアリン酸トレハロースエステルズ、
テトライソステアリン酸ジペンタエリスリチル、ペンタイソステアリン酸ジペンタエリス
リチル、ヒドロキシステアリン酸エチルヘキシル、フィトステロール脂肪酸エステル、コ
レステロール脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ペンタエリスリトール脂
肪酸エステル、ｄｌ－α－トコフェロール、ニコチン酸ｄｌ－α－トコフェロール等の脂
肪酸エステル；オクチルドデカノール等の高級アルコール；ジフェニルジメチコン、ジメ
チルポリシロキサン、メチルシクロポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メ
チルハイドロジェンポリシロキサン、高級アルコール変性オルガノポリシロキサン、トリ
ス（トリメチルシロキシ）メチルシラン、トリメチルペンタフェニルトリシロキサン等の
シリコーン油；フルオロポリエーテル、パーフルオロアルキルエーテルシリコーン等のフ
ッ素油；クリーム状やペースト状として、トリラノリン脂肪酸グリセリル、軟質ラノリン
脂肪酸、ワセリン、分岐又はヒドロキシル化した脂肪酸コレステリル、ジペンタエリトリ
ット脂肪酸エステル（ヘキサオキシステアリン酸ジペンタエリトリット等）、イソステア
リン酸硬化ヒマシ油、モノヒドロキシステアリン酸硬化ヒマシ油、トリ（カプリル・カプ
リン・ミリスチン・ステアリン酸）グリセリド、乳酸ミリスチル、ダイマージリノール酸
水添ヒマシ油、ダイマージリノール酸（フィトルテリル／イソステアリル／セチル／ステ
アリル／ベヘニル）、オレイン酸フィトステリル、ラウロイルグルタミン酸ジ（オクチル
ドデシル・フィトステリル・ベヘニル）等が挙げられる。
【００２９】
　成分（Ｃ）としては、成分（Ａ）と成分（Ｂ）を均一に分散させ、塗布中ののびの重さ
を軽減させる点から、少なくともイソノナン酸イソトリデシル、オクチルドデカノール、
水添ポリイソブテン、ラウロイルグルタミン酸ジ（オクチルドデシル・フィトステリル・
ベヘニル）、ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、トリ（
カプリル酸／カプリン酸）グリセリルから選ばれる１種又は２種以上を含むのが好ましい
。
【００３０】
　成分（Ｃ）の油成分は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、塗布中や塗
布後において、のびの重たさを軽減し、色ムラを抑制する点から、全組成中に１０質量％
以上であり、３０質量％以上が好ましく、５０質量％以上がより好ましく、９８質量％以
下であり、９０質量％以下が好ましく、８５質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｃ
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）の含有量は、全組成中に１０～９８質量％であり、３０～９０質量％が好ましく、５０
～８５質量％がより好ましい。
【００３１】
　本発明において、成分（Ａ）に対する成分（Ｂ）及び（Ｃ）の合計量の質量割合（（Ｂ
）＋（Ｃ））／（Ａ））は、塗布中や塗布後において、色ムラが抑制され、塗布後の唇に
ふっくらとした立体感が得られる点から、５以上が好ましく、１５以上がより好ましく、
２５以上がさらに好ましく、６００以下が好ましく、３００以下がより好ましく、１８０
以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）に対する成分（Ｂ）及び（Ｃ）の合計量の質量
割合（（Ｂ）＋（Ｃ））／（Ａ））は、５～６００が好ましく、１５～３００がより好ま
しく、２５～１８０がさらに好ましい。
【００３２】
　さらに、本発明の油性化粧料は、（Ｄ）２５℃で固形のワックスを含有することができ
る。２５℃で固形とは、２５℃において固体の性状を示し、融点が６１℃以上のものを指
す。
　２５℃で固形のワックスとしては、通常の化粧料に用いられるものであれば制限されず
、例えば、オゾケライト、セレシン等の鉱物系ワックス；パラフィン、マイクロクリスタ
リンワックス等の石油系ワックス；フィッシャー・トロプシュワックス、ポリエチレンワ
ックス等の合成炭化水素ワックス；カルナウバロウ、キャンデリラロウ、ライスワックス
、木ロウ、サンフラワーワックス、水添ホホバ油等の植物系ワックス；ミツロウ、鯨ロウ
等の動物性ワックス；シリコーンワックス、フッ素系ワックス、合成ミツロウ等の合成ワ
ックスなどが挙げられる。
【００３３】
　２５℃で固形のワックスは、油性化粧料に適度な硬さを付与し、油の染み出し抑制、潤
いを付与する点から、融点６０℃以上、１４０℃以下が好ましく、６０℃以上、１１５℃
以下がより好ましい。
【００３４】
　また、２５℃で固形のワックスは、油性化粧料に適度な硬さを付与し、油の染み出し抑
制、潤いを付与する点から、２５℃での針入度が１５０以下であるのが好ましく、１１０
以下がより好ましく、少なくとも、塗布初期のざらつきを抑制する点から、針入度が１５
以上、１１０以下の２５℃で固形のワックスを含むことが好ましい。
　ここで、針入度は、２５±０．１℃に保ったワックスの試料に、規定の針（針の質量２
．５±０．０２ｇ、針保持具の質量４７．５±０．０２ｇ、おもりの質量５０±０．０５
ｇ）が、５秒間に針入する長さを測定し、その針入距離（mm）を１０倍した値を針入度と
するものであり、ＪＩＳ　Ｋ－２２３５－５．４（１９９１年）に準じて測定した値であ
る。
【００３５】
　２５℃での針入度が１５０以下の固形のワックスとしては、鉱物系ワックス、石油系ワ
ックス及び合成炭化水素ワックスが挙げられる。なかでも、外観色のくすみを抑制し、塗
布膜の持続性、潤いの性能が高い点から、針入度が１１０以下のセレシン、マイクロクリ
スタリンワックス、パラフィンワックス、合成炭化水素ワックスが好ましく、塗布初期の
ざらつきを抑制する点から、少なくとも、針入度が１５以上、１１０以下のマイクロクリ
スタリンワックス、パラフィンワックスを含むことが好ましい。
　これらのワックスは、市販品を使用することができ、例えば、セレシンとして、セレシ
ン　＃８１０（日興リカ）等が；マイクロクリスタリンワックスとして、Ｍｕｌｔｉｗａ
ｘ　Ｗ－４４５、Ｗ－８３５（以上、ＳＯＮＮＥＢＯＲＮ社製）、Ｐａｒａｃｅｒａ　Ｍ
（Ｐａｒａｍｅｌｔ社製）、Ｈｉ－Ｍｉｃ－１０４５、１０７０、２０４５、ＨＮＰ－０
１９０（以上、日本精鑞社製）等が；パラフィンワックスとして、パラフィンワックス１
４０、１４５、１５０、１５５、ＨＮＰ－３、５、９（以上、日本精鑞社製）等が；合成
炭化水素ワックスとして、リップワックス　Ａ－４（日本ナチュラルプロダクツ社製）、
ＰＥＲＦＯＲＭＡＬＥＮＥ　４００、６５５、ＰＬ（ＮＥＷ　ＰＨＡＳＥ　ＴＥＣＨＮＯ
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ＬＯＧＩＥＳ社製）等が挙げられる。
【００３６】
　成分（Ｄ）の２５℃で固形のワックスは、１種又は２種以上を組み合わせて用いること
ができ、含有量は、油性化粧料の保形性を維持しつつ、塗布後の口角の色ムラができにく
い点から、全組成中に１質量％以上が好ましく、６質量％以上がより好ましく、２０質量
％以下が好ましく、１５質量％以下がより好ましい。また、２５℃で固形のワックスの含
有量は、全組成中に、１～２０質量％が好ましく、６～１５質量％がより好ましい。
【００３７】
　さらに、本発明の油性化粧料は、粉体を含有することができる。かかる粉体としては、
通常の化粧料に用いられるものであれば制限されず、体質顔料、着色顔料、光輝性顔料等
を用いることができる。
　体質顔料としては、例えば、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸マグネシウム、タルク、セリ
サイト、マイカ、カオリン、クレー、ベントナイト、オキシ塩化ビスマス、酸化ジルコニ
ウム、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、硫酸マグ
ネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム等の無機顔料及びこれらの複合粉体が挙げ
られる。
【００３８】
　着色顔料としては、例えば、酸化チタン、酸化亜鉛、黄酸化鉄、ベンガラ、黒酸化鉄、
紺青、群青、酸化クロム、水酸化クロム等の金属酸化物；マンガンバイオレット、チタン
酸コバルト等の金属錯体；カーボンブラック等の無機顔料；タール系色素、レーキ顔料等
の有機顔料；カルミン等の天然色素などが挙げられる。
【００３９】
　光輝性顔料としては、雲母、合成金雲母、ガラス、シリカ、タルク、アルミナ等の板状
粉体等の表面を酸化チタン、酸化鉄、酸化ケイ素、紺青、酸化クロム、水酸化クロム、金
、銀、カルミン、有機顔料等の着色剤で１種又は２種以上被覆したものなど、及びポリエ
チレンテレフタレート・ポリメチルメタクリレート積層末、ポリエチレンテレフタレート
・アルミ蒸着末、ポリエチレンテレフタレート・金蒸着積層末などの、フィルム原反を任
意形状に断裁したものなどを用いることができる。
　これらの粉体は、そのまま用いることができるほか、通常の方法により、撥水処理、撥
水・撥油化処理等の各種表面処理を施したものを用いることもできる。
【００４０】
　粉体は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、使用感、油性化粧料の外観
や塗布したときの着色力・光輝性を付与する点から、全組成中に、０．０１質量％以上が
好ましく、０．１質量％以上がより好ましく、２０質量％以下が好ましく、１０質量％以
下がより好ましい。また、粉体の含有量は、全組成中に、０．０１～２０質量％が好まし
く、０．１～１０質量％がより好ましい。
【００４１】
　さらに、本発明の油性化粧料は、前記成分以外に、通常の化粧料に用いられる成分、例
えば、成分（Ｃ）以外の油成分、界面活性剤、低級アルコール、多価アルコール、成分（
Ａ）以外の高分子化合物、紫外線吸収剤、酸化防止剤、染料、香料、防腐剤、ｐＨ調整剤
、血行促進剤、消炎剤、冷感剤、殺菌剤、皮膚賦活剤、保湿剤、水等を含有することがで
きる。
【００４２】
　本発明の油性化粧料は、通常の方法により製造することができ、その剤型としては、固
形、半固形、ゲル、液状等のいずれでも良い。
【００４３】
　本発明の油性化粧料は、油剤を連続相とする化粧料であり、皮膚、口唇、睫毛、爪、毛
髪に使用され、好ましくは、口唇に使用される。口紅、リップクリーム、リップグロス、
リップライナー等の口唇化粧料；マスカラ、アイライナー、アイシャドウ、チークカラー
、ファンデーション、コンシーラー等のメイクアップ化粧料；クリーム、乳液、美容液、
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マッサージ剤、デオドラント、サンスクリーン、育毛剤、ヘアカラー、ヘアワックス、ヘ
アフォームなどとすることができる。中でも、口紅、リップクリーム、リップグロス、リ
ップライナーから選ばれる口唇化粧料として好適である。
【００４４】
　本発明の油性化粧料は、直接塗布するだけでなく、化粧料塗布用具を用いて、皮膚、口
唇、睫毛、爪、毛髪等の適用部位に、塗布することもできる。
【００４５】
　本発明の油性化粧料は、液状とする場合、化粧料塗布用具で、取り出す容器に収納され
た形態にすることもでき、取り出す容器は、ボトル容器、ジャー容器、チューブ容器が好
ましく、中でも使用時の液だれを抑制する点から、ボトル容器、チューブ容器がより好ま
しい。
【００４６】
　容器に収納された油性化粧料を取り出す化粧料塗布用具は、化粧料を塗布するための塗
布面を有し、先端に該塗布部を連結した支持軸を有している。具体的には、チップ、スポ
ンジ、パフ、筆等が挙げられる。なかでも、化粧料を塗布する為の塗布面を有し、かつ錐
状、扁平体からなる塗布部と、先端に該塗布部を連結した支持軸とを有している化粧料塗
布用具が、初期の使用時から塗布用具への取れ性、唇や皮膚等への塗りやすさの点から好
ましい。
【実施例】
【００４７】
製造例１（パルミトイルヒドロキシプロピルセルロースの製造）
　窒素下トルエン、メチルエチルケトン混合溶媒中５０℃で、５７．８ｇ（０．１６５mo
l）のヒドロキシプロピルセルロース（セルニーＭ；日本曹達社製）に、９４ｇ（１.０１
mol）の３－メチルピリジンを加えて溶解させる。８５．１ｇ（０．３１mol）の塩化パル
ミトイルを０．５時間かけて滴下する。その後５０℃で５時間反応させ、エタノール中で
沈殿させて精製し、乾燥させると、パルミトイルヒドロキシプロピルセルロースが得られ
た（質量平均分子量１５０万、平均アシル置換度は全水酸基の６０mol％）。なお、得ら
れたパルミトイルヒドロキシプロピルセルロースは、配合時に溶解しやすいように細かく
裁断した。
【００４８】
（質量平均分子量の測定）
　重合体の平均分子量（Mw）は、日立Ｌ－６０００型高速液体クロマトグラフィーを使用
し、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によって測定した。溶離液
流路ポンプは日立Ｌ－６０００、検出器はショーデックスＲＩ　ＳＥ－６１示差屈折率検
出器、カラムはＧＭＨＨＲ－Ｈをダブルに接続したものを用いた。サンプルは、溶離液で
０．５ｇ／１００mLの濃度に調整し、２０μLを用いた。溶離液には、１mmol／ＬのＮ，
Ｎ‐ジメチルドデシルアミン（ファーミンＤＭ２０、花王社製）のクロロホルム溶液を使
用した。カラム温度は４０℃で、流速は１．０mL／分で行った。
【００４９】
（平均アシル（エステル）置換度の測定）
　Ｈ-ＮＭＲにおいて、エステル化されたセルロースのカルボニル基の隣のメチン基のプ
ロトンは、５ppm付近に現れ、セルロースの６員環酸素の隣のプロトンとセルロースの水
酸基の隣のメチレン基の合計が３．５ppm付近に現れる。その積分値から算出した。
【００５０】
実施例１～８、比較例１
　表１に示す組成の油性化粧料（スティック口紅）を製造し、塗布中ののびの良さ、塗布
中の色ムラのできにくさ、塗布後の口角の色ムラのできにくさ、塗布後の唇のふっくらと
した立体感を評価した。結果を表１に併せて示す。
【００５１】
（製造方法）
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　基材原料（着色剤以外）を１２０℃で３０分間加熱溶解し、ディスパーにて均一混合し
た。次に、着色剤原料を加えて更に１５分間均一混合した。脱泡した後、室温まで冷却・
固化させた。この口紅バルクから、必要量を切り出し、電子レンジを用いて１００℃に加
熱溶解し、型に流し込み、冷却固化させ、スティック口紅を得た。
【００５２】
（評価方法）
（１）塗布中ののびの良さ：
　１０名の専門パネラーが、各スティック口紅を唇に直接塗布し、以下の基準で評価した
。結果を１０名の積算値で示した。
５；のび広がりが非常に良い。
４；のび広がりが良い。
３；のび広がりがやや良い。
２：のび広がりがあまり良くない。
１；のび広がりが良くない。
【００５３】
（２）塗布中の色ムラのできにくさ：
　１０名の専門パネラーが、各スティック口紅を唇に直接塗布し、以下の基準で評価した
。結果を１０名の積算値で示した。
５；塗布中の色ムラがみられない。
４；塗布中の色ムラがあまりみられない。
３；塗布中の色ムラがややみられる。
２：塗布中の色ムラがみられる。
１；塗布中の色ムラがかなりみられる。
【００５４】
（３）塗布後の口角の色ムラのできにくさ：
　１０名の専門パネラーが、各スティック口紅を唇に直接塗布し、以下の基準で評価した
。結果を１０名の積算値で示した。
５；塗布後の口角の色ムラがみられない。
４；塗布後の口角の色ムラがあまりみられない。
３；塗布後の口角の色ムラがややみられる。
２：塗布後の口角の色ムラがみられる。
１；塗布後の口角の色ムラがかなりみられる。
【００５５】
（４）塗布後の唇のふっくらとした立体感：
　１０名の専門パネラーが、各スティック口紅を唇に直接塗布し、以下の基準で評価した
。結果を１０名の積算値で示した。
５；塗布後の唇にふっくらとした立体感がみられる。
４；塗布後の唇にふっくらとした立体感がややみられる。
３；塗布後の唇にふっくらとした立体感があまりみられない。
２：塗布後の唇にふっくらとした立体感がほとんどみられない。
１；塗布後の唇にふっくらとした立体感がみられない。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
実施例９
　表２に示す組成のスティック口紅を製造した。
　得られた口紅は、塗布中ののびが良く、色ムラができにくく、塗布後の口角に色ムラが
できにくく、塗布後の仕上がった唇にふっくらとした立体感が得られるものである。
【００５８】
（製造方法）
　基材原料（着色剤以外）を１２０℃で３０分間加熱溶解し、ディスパーにて均一混合し
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た。次に、着色剤原料を加えて更に１５分間均一混合した。脱泡した後、室温まで冷却・
固化させた。この口紅バルクから、必要量を切り出し、電子レンジを用いて１００℃に加
熱溶解し、型に流し込み、冷却固化させ、スティック口紅を得た。
【００５９】
【表２】
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